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家電リサイクル法における対象要件

①市町村等による再商品化等が困難
市町村等の廃棄物の処理に関する設備及び技術に照らし当該機械器具が廃棄
物となった場合におけるその再商品化等が自治体では困難な製品（容積・重量が大
きい、有害物質等の含有、組成が複雑 等）

②再商品化等をする必要性が特に高く、経済性の制約が著しくない
当該機械器具が廃棄物となった場合におけるその再商品化等が資源の有効な利用を図る
上で特に必要なもののうち、当該再商品化等に係る経済性の面における制約が著しくない製
品 （金属含有量、廃棄量等から勘案したリサイクルを実施する必要性・経済性）

③設計、部品等の選択が再商品化等に重要な影響を及ぼす
メーカーにリサイクル義務を課すことで環境配慮設計の促進が可能な製品
構造が非常に単純であったり、原材料等の選択の余地がないなど製造段階で、その再商品
化等の難度に大きい影響を及ぼすような取組が行いにくいと考えられる機械器具は、本法律
の対象としない。

④小売業者による配送
下取慣行等を踏まえ、製造業者等及び消費者と接点のある小売業者がその小売販売した
当該機械器具の相当数を配達していることにより、当該機械器具が廃棄物となったものにつ
いて当該機械器具小売業者による円滑な収集を確保できる製品
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液晶テレビ・プラズマテレビ
①処理困難性

○大型で重量のあるものが多い
○バックライトの蛍光管に水銀が含有（液晶テレビ）
○自治体による推定回収量 212トン （平成16年度）
※参考：ブラウン管テレビのメーカーによる処理重量：12万トン（平成18年度）

②経済性の制約が著しくない
○今後、普及台数の増加に伴って相当量の金属等の回収が見込まれる
○国内出荷台数（近年急速に普及）：
液晶テレビ267万台・プラズマテレビ34万台（平成16年度）
○金属が組成の約40%

③環境配慮設計の効果が大きい
○製品構成が複雑であり、設計・部品の選択が再商品化に影響を及ぼす。

④高い配送率*
○液晶テレビ：消費者アンケートの結果約78% 量販店約60-80％ 地域小売店約100%
○プラズマテレビ：消費者アンケートの結果約89%  量販店約100％ 地域小売店約100%

備考：液晶・プラズマテレビの再商品化については、①ブラウン管テレビと素材構成が大きく異な
ること（参考Ｐ１０参照）、②ガラスパネルの再商品化等において技術面、コスト面での課題
があることには留意が必要。 *各品目の配送率は、次により調査

・消費者千人を対象にしたインターネットアンケート調査結果（回答者数は品目により異なる）
・量販店３６店舗及び地域小売店14店舗を対象にしたヒアリング調査
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衣類乾燥機

①処理困難性
○大型で比較的重量があり、自治体において処理困難
○自治体による推定回収量 0.25万トン （平成16年度）

②経済性の制約が著しくない
○洗濯機と一体として取り扱われるケースが多く、効率的な回収・再商品化が可能
○国内出荷台数15万台 (平成16年度)
○金属が組成の約70%

③環境配慮設計の効果が大きい
○製品構成が複雑であり、設計・部品の選択が再商品化に影響を及ぼす。

④高い配送率
○消費者アンケートの結果約93％ 量販店約95％ 地域小売店約100%

備考：衣類乾燥機は洗濯機と一体として取り扱われるケースが多いことから、洗濯機との取扱い
の違いが、実際の引取りの現場で消費者の混乱を招く可能性がある
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電子レンジ
①処理困難性
○大きさ・重量は比較的小型なものから大型なものまで様々であり、大型の製品の中には処理困
難なものもあるとの指摘もある。一方、小型の電子レンジの処理は自治体でも処理可能との指
摘もある。
○自治体による推定回収量 1.2万トン （平成16年度）

②経済性の制約が著しくない
○相当量の金属等の回収が見込まれる
○国内出荷台数346万台（平成16年度）
○金属が組成の約70%

③環境配慮設計の効果
○設計・部品の選択が再商品化に一定の影響を及ぼすものの、特に小型かつ単機能な電子レン
ジの処理工程においてはシュレッダー処理が占める割合が大きいことから、その効果は家電４
品目に比べて相対的に小さい可能性がある。

④配送率は比較的低い
○消費者アンケートの結果約50% 量販店約20-60％ 地域小売店約80-100%
量販店全体では約50％程度の配送率と家電４品目に比べ低い。また、小型化・軽量化が進ん
でおり、今後、配送率は低下していくのではないか。

備考：販売価格が低い商品も多い（約１万円～）ことから消費者にリサイクル料金の負担を求める
ことが難しい。
配送比率が低いことから、引取義務を課された場合、小売業者の負担が非常に大きい。
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現行の要件に鑑みれば、

○ 液晶テレビ・プラズマテレビについては、大型で処理困難性が高い商品が多いことに加え、今
後の急速な普及が見込まれ、配送要件等も満たすことから、対象とすべきではないか。
→ ただし、リサイクル率などの技術的・経済的な課題について検討が必要。

○ 衣類乾燥機については、排出台数は多くはないものの、大型で処理困難性があることに加え、
洗濯機と一体として取り扱われるケースが多いこと等を踏まえ、追加すべきではないか。
→ ただし、技術的な課題等については検討が必要。

○ 電子レンジについては、持ち運び可能な電子レンジも相当数存在し、軽量化も進んできており、
配送率が低いため、慎重な検討が必要。

※なお、現行の要件を前提とした場合、その他の品目で合致するものはないが、今後、必要に応
じ、関係者から要望のあったその他の品目のリサイクルや現行要件の見直しについても検討を
していくべきではないか。

品目追加についての方向性
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・テレビの需要は、ブラウン管テレビから液晶テレビ、プラズマテレビに急速に移行
２００５年： 薄型テレビの出荷比率が５０％を超えた。
２０１０年： ブラウン管テレビの国内出荷はゼロと予測される。
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・ ２０１２年－２０１３年は ＪＥＩＴＡ・デジタル家電リサイクル委員会にて予測。
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・液晶テレビ、プラズマテレビの素材構成は、ブラウン管テレビと大きく異なる。

液晶テレビは金属とプラスチックの割合が、プラズマテレビは金属とパネルガラスが割合が大きい。

＊汎用プラスチック：表面塗装なし
その他プラスチック：表面塗装あり

２００２年製品 「液晶テレビ及びＰＤＰテレビのリサイクルシステムに関する調査研究」（ＪＥＩＴＡ 平成１７年３月）より

５５％

液晶テレビ・プラズマテレビの素材構成
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衣類乾燥機・電子レンジとも鉄の割合が約７割と多い。
残りの比率は衣類乾燥機・電子レンジで異なる。

衣類乾燥機・電子レンジの素材構成

業界団体へのヒアリング調査結果 「リサイクル制度の体系化・高度化推進検討調査」（環境省 平成18年３月）より
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各品目の配送比率

衣類乾燥機、プラズマテレビは約９割、液晶テレビは約７割と配送率が高い
電子レンジは、製品の小型化・郊外型店舗の拡大等を背景として比較的配送率が低い
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処理困難な電気電子機器
自治体による収集運搬が困難な理由 自治体による処分が困難な理由

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.衣類乾燥機（n=237）

2.食器洗い機（n=190）

3.電子レンジ（n=205）

4.電気コンロ（n=144）

5.電気ホットプレート（n=134）

6.電気炊飯器（n=133）

7.電気ポット（n=128）

8.電気オイルヒーター（n=263）

9.電気ストーブ（n=172）

10.電気カーペット（n=189）

11.電気こたつ（n=159）

12.電気毛布（n=171）

13.電気扇風機（n=132）

14.除湿機、加湿器、空気清浄機（n=155）

15.電気掃除機（n=139）

16.電気アイロン（n=129）

17.トースター（n=115）

18.電動ミル、コーヒーメーカー（n=110）

19.電気カミソリ（n=102）

20.ドライヤー（n=112）

21.時計（n=102）

22.電動はかり、体重計（n=117）

23.デスクトップ型ＰＣ（本体）（n=44）

24.ノート型ＰＣ（n=41）

25.ＣＲＴモニタ（n=52）

26.液晶モニタ（n=53）

27.プリンタ（n=137）

28.複写機（n=195）

29.電卓（n=100）

30.ファックス（n=116）

31.電話機（n=101）

32.携帯電話・ＰＨＳ（n=99）

33.ラジオ（n=108）

34.液晶テレビ（n=143）

35.プラズマテレビ（n=150）

36.ビデオカメラ（n=112）

37.ＤＶＤ，ＣＤ，ＭＤプレーヤー（n=115）

38.ステレオセット（n=161）

39.照明装置（n=134）

40.蛍光灯（n=254）

41.電球（n=159）

42.電動ドリル、電動鋸等（n=177）

43.テレビゲーム等（n=107）

粗大性（重量）がある 粗大性（容積・嵩）がある 粗大性（重量）及び粗大性（容積・嵩）がある

破砕処理が困難である 引火・爆発等の危険がある 有害化学物質の含有等有毒性がある

その他困難性がある
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3.電子レンジ（n=140）

4.電気コンロ（n=64）

5.電気ホットプレート（n=36）

6.電気炊飯器（n=38）

7.電気ポット（n=36）

8.電気オイルヒーター（n=172）

9.電気ストーブ（n=97）

10.電気カーペット（n=94）

11.電気こたつ（n=113）

12.電気毛布（n=58）

13.電気扇風機（n=49）

14.除湿機、加湿器、空気清浄機（n=68）

15.電気掃除機（n=50）

16.電気アイロン（n=25）

17.トースター（n=24）

18.電動ミル、コーヒーメーカー（n=19）

19.電気カミソリ（n=10）

20.ドライヤー（n=20）

21.時計（n=17）

22.電動はかり、体重計（n=26）

23.デスクトップ型ＰＣ（本体）（n=16）

24.ノート型ＰＣ（n=6）

25.ＣＲＴモニタ（n=22）

26.液晶モニタ（n=17）

27.プリンタ（n=63）

28.複写機（n=131）

29.電卓（n=11）

30.ファックス（n=37）

31.電話機（n=17）

32.携帯電話・ＰＨＳ（n=10）

33.ラジオ（n=21）

34.液晶テレビ（n=108）

35.プラズマテレビ（n=130）

36.ビデオカメラ（n=20）

37.ＤＶＤ，ＣＤ，ＭＤプレーヤー（n=28）

38.ステレオセット（n=122）

39.照明装置（n=59）

40.蛍光灯（n=184）

41.電球（n=86）

42.電動ドリル、電動鋸等（n=46）

43.テレビゲーム等（n=17）

粗大性（重量）がある 粗大性（容積・嵩）がある 粗大性（重量）及び粗大性（容積・嵩）がある

引火・爆発等の危険がある 有害化学物質の含有等有毒性がある その他困難性がある
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自治体に対するアンケート調査結果 「リサイクル制度の体系化・高度化推進検討調査」（環境省 平成18年３月）より
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マッサージチェアー

①処理困難性
○大型で重量のあるものが多い上、スプリングやウレタンを含み破砕困難なものも多い。

②経済性の制約
○国内出荷台数が少ないことから、効率的なリサイクルが困難であり、あまり金属の回収量
が見込めず、回収・リサイクル体制構築のコストも高くなる。

③環境配慮設計の効果
○製品構成が複雑であり、設計・部品の選択が再商品化に影響を及ぼす。

④高い配送率
○消費者アンケートの結果約80％ 量販店約98％ 地域小売店約100%

備考：多種多様なマッサージ器が販売されており、消費者が混乱せずに排出しやすい品目かど
うか慎重な検討が必要。
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オイルヒーター

①処理困難性
○軽い商品が多いものの、機器内部に難燃性の油を含んでおり、取扱の際に、危険性の観点
から懸念がある。

②経済性の制約
○金属の組成比率は高いものの、国内出荷台数が少なく、あまり金属の回収量が見込めない。

③環境配慮設計の効果
○製品構成は複雑であり、設計・部品の選択が再商品化に影響を及ぼす。

④低い配送率
○消費者アンケートの結果約46％ 量販店約25％ 地域小売店約100%

備考：石油ファンヒーター、ガスファンヒーター、石油ストーブ、セラミックヒーター、ハロゲンヒーター、
電気ストーブ等の多様なストーブ・ヒーターが存在するため、消費者が混乱せずに排出しや
すい品目かどうか慎重な検討が必要。


